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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞
・5/6オンコール　高橋SGM→佐々木AOM　へ変更

・4月分SST総括を5/7まで記載しSST担当へ提出して下さい。用紙はスタッフファイルに入れてあり

　ます。

＜患者様連絡事項＞

・山下　ヨシ様　　～シンラック液1本処方すみ。

・島脇　てる様　　～5/7から実施分のツロブテロールテープが7日分臨時処方すみ。吸入薬は処方分で終了となります。

・五十嵐　タイ様　～感冒症状訴えあり。PL3P 3×ndE/3日分臨時処方となっています。

本日ご家族様面会時、6/11（水）日赤病院受診の為の外出希望あり主治医より

許可が出ています。

・中西　千代子様　～主治医診察にて定期薬は本日昼食後薬までで止め。夕より服薬調整し臨時処方となり以後定期となっています。排便状況、睡眠状況、日中活動状況の観察を行って下さい。

・勝田　ヒモエ様　～インスリン同内容にて5/13まで実施継続となっています。右外果の褥瘡部のディオアクティブ塗布しています。明日か明後日までは塗布したまま経過観察となります。

・湊屋　廣志様　　～入所申し込み中の介護老人保健施設「しんごう」より入所可能の連絡が柴田PSWへありました。先方は明日にでも入所可能との事ですが、処方などの兼ね合いもあり柴田PSWより再度連絡をとり詳細決定する事としています。

・永洞　恭子様　　～泥状便から水様便が多量にある為、本日はセンナリド1錠のみ服用の指示があります。

＜要注目患者様＞

・田口　光　様　～落ち着かず確認行為頻回で都度対応しています。他患者に対し叩く、車椅子を押すなどの行動がみられますので、見守りを行いトラブルに注意しましょう。

・松橋　キヨ様　～他者交流は乏しいですが、趣味活動では色塗りに集中して取り組むなど自己のペースで療養生活を送る事が出来ています。レストランでは配膳の仕方が覚えれずスタッフの介入、指導を要していますので誘導スタッフは引き続き見守りし、必要時声かけをお願いします。

・駒木　悦子様　～転入後の様子として、レクリエーション活動には拒否なく参加され本人も「こういうのは好きだ」と表情良く話されています。ＡＤＬ状況や活動状況の観察を行い、プログラム実施の指示も出ていますので、本人のレベルにあわせたプログラムを実施できる様に介入していきましょう。

＜転入患者様＞

・駒木　悦子様(77)女性

 　　主病名：統合失調症、アルツハイマー型認知症（疑い）

 　　合併症：慢性腎不全　弁膜症　

　　　　　　 慢性心房細動　陳旧性多発性脳梗塞

 　　主治医：深澤Dr

 　　入院形態：医療保護入院
　
南Ｃユニット206号室　　

○経過　

 　35年前より統合失調症でむつ総合病院へ通院。H25年6月、多弁、落ち着きの無さが続き、むつ総合病院を受診。以後、ぼんやりとした状態で歩行が困難となり、便失禁も見られていた。H25年8月31日、誤嚥性肺炎を発症、八戸市立市民病院に救急搬送され、同日入院。H25年12月に自宅へ退院。

 H26年3月初旬頃より、昼夜逆転、夜間の独語、自宅内が乱雑になる状態となり、易怒性も出現。ADLは低下し、歩行不安定となる。日中は眠り、夜は独語をしている状態であった。はちのへファミリークリニックの紹介で、当センターへ相談があり、薬剤調整目的にて4/8当院入院。

○入院後の経過
 入院後は多弁、周囲に対し刺激を与える事が多くあり、デパケン開始し徐々に症状は改善。ADLは部分介助。食事を手でこねたり奇異行動はあるが、自力にて摂取出来ている。食事や排泄の介助の際、口調を荒げ、拒否することはあるが、粗暴的となることはない。帰宅要求や、多弁にて独語や放歌みられる。消灯後入床するが、すぐに覚醒し、車椅子を自操してホール内を徘徊している。他者の行動に反応し、

 怒鳴ることあり。突発的に易怒的となるが、怒りが持続することはない。

  5/6 14時、療養環境変更目的のため南Ｃユニットへ移動となっている。移動後は病棟にてぬり絵のプログラムを実施するように指示があり、リハビリを導入していくこととしている。

○その他
 ・家族、本人共に自宅への退院を希望。入院前のデイサービスを利用できる状態への改善を希望。

 ・引き続き入院前と同様にデイサービスと訪問看護の利用を検討していく

 ・老齢年金：5万8千円／月

 ・介護認定：要介護3

 ・担当ケアマネージャー：臥牛苑居宅　滝沢氏

 ・デイサービス臥牛苑（週3回）、訪問看護えがお（週1回）利用中

